
 令和 2年度 教育事業 

「なすかしの森 ボランティア養成研修」 

 

１．趣    旨   ボランティア活動について理解を深めるとともに、ボランティア活動を

するために必要な知識・技術を学びます。また、今後のボランティア活動

への意欲を高め、青少年教育施設や地域で活動できるボランティアを育成

します。 

 

２．主  催  独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立那須甲子青少年自然の家 

 

３．期  日  令和２年７月２３日（木）祝日 ９時３０分～１６時３０分 

 

４．会  場  国立那須甲子青少年自然の家 

 

５．対  象   福島県内の高校生、短大生、大学生、専門学校生、社会人、 

その他当施設でのボランティア活動に興味・関心がある方（３０名程度） 

 

６．参 加 費   ８００円（保険代・教材費） 

    ※令和３年３月３１日まで適用可能なボランティア活動保険への加入費込み 

 

７．申し込み  ・Google Forms （右のＱＲコード）より申込（先着順） 

        【締め切り】７月１９日（日） 

 

８．持 ち 物  ※新型コロナウイルス感染防止対策のため、マスク、うがい用コップ、個人で 

使うタオルやティッシュ等は必ず各自で持参してください。 

昼食、館内用上履き、野外活動に適した服装（長そで、長ズボン、靴下）、 

屋外で運動できる靴、帽子、カッパ（上下セパレートのもの）、 

水筒、筆記用具、健康保険証、常用薬（必要な方のみ）、防寒着、等 

 

９．プログラム概要 

（１）日程 

9:30  10:30        12:45          14:45       15:45  16:15 

開講式 

講義Ⅰ、Ⅱ 

演習Ⅰ 

（昼食含む） 
演習Ⅱ 講義Ⅲ 説明 閉会 

※プログラムの順序は変更になる場合もあります。 

（２）内容 

講義Ⅰ「青少年教育施設ってこんなところ！（青少年教育施設の現状と運営）」 

  講 師：国立那須甲子青少年自然の家 所長  金子 豊  

  ねらい：青少年教育施設の教育的機能や運営について理解する。 

  

講義Ⅱ「体験活動っていいことたくさん！（青少年教育）」 

  講 師：国立青少年教育振興機構 職員 

  ねらい：青少年教育の課題や体験活動の必要性などについて理解する。 

 

演習Ⅰ「自然とあそぼう！（ボランティア活動の技術）」 

  講 師：国立那須甲子青少年自然の家 職員 

  ねらい：自然体験活動を通して技術を習得する。  

開催要項 



演習Ⅱ「いざというときに役立て！（安全管理）」 

  講 師：応急手当普及員 

  ねらい：心肺蘇生法、ＡＥＤの操作方法などを習得する。 

 

講義Ⅲ「ボラ活動って楽しいよ！！（ボランティア活動の意義）」 

  講 師：国立那須甲子青少年自然の家職員・法人ボランティア 

  ねらい：ボランティア活動の楽しさや意義、心構えについて理解し、 

活動に向けて意欲を高める。 

 

説明 「こんな活動しています～自然の家でのボランティア活動～ 

（青少年教育施設におけるボランティア活動）」 

  講 師：国立那須甲子青少年自然の家職員 

  ねらい：当施設での活動と当機構法人ボランティア制度について知る。 

 

１０．新型コロナウイルス感染防止対策について 

（１）当施設の取組 

 ・運営スタッフ（施設職員、外部指導員、ボランティア等）は、体調管理や手洗い・消毒等を

徹底し、体調不良者は事業に関わりません。 

 ・運営スタッフは、マスクの着用等飛沫が飛ばないような工夫をして対応します。 

・屋外活動については、参加者同士の距離をとり、身体接触を極力減らして行います。 

 ・事業の運営にあたっては、「新しい生活様式」に対応した受入れ体制や指導を行います。 

（２）参加について 

 ・事業当日の 14日前から健康観察を行っていただき、その間に、体温が 37.5度以上もしく

は、平熱比１度以上の発熱や咳、だるさ（倦怠感）、頭痛、腹痛（下痢）、体調不良等の

症状が無い方のみ参加可能です。当日に同様の症状があった場合は参加できません。 

 ・過去２週間以内に、感染が引き続き拡大している国・地域へ訪問したことがある方は参加で

きません。 

（３）事業中に体調不良となった場合 

・ご家族へ連絡の後、速やかにご帰宅いただきますことをご了承ください。 

・体調不良者が出た場合、事業を中止する場合があります。 

・帰宅後２週間以内に、新型コロナウイルス感染が発生した場合は、すぐに当施設へ連絡して

ください。 

 

１１．そ の 他 

  ・本研修は新型コロナウイルスの影響により、本来 1泊 2日で実施する内容の研修を 1日のみ

に短縮しています。不足時間補填のため、事後課題を設ける予定です。研修及び事後課題ま

で全て修了した方には、「ボランティア養成研修修了証（独立行政法人国立青少年教育振

興機構）」を交付します。 

・本研修修了後、希望される方は独立行政法人青少年教育振興機構の法人ボランティアとし

て登録後、全国の国立青少年教育施設で活動できます。 

 

 
【本件担当】国立那須甲子青少年自然の家  担当：増田・岩谷 

  〒９６１－８０７１ 福島県西白河郡西郷村大字真船字村火６－１ 

  TEL（０２４８）３６－２３３１、FAX（０２４８）３６－２１５０ 

メール：nasukashi-ki@niye.go.jp 、「那須甲子青少年自然の家」検索 

 
［個人情報の取扱］ 

「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し，この事業に

関する事務のみに使用し，法令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。なお，本事業で撮影した写真やア

ンケートの御意見等を当機構のホームページや報告書等に使用させていただくことがありますので，御了承ください。 

mailto:nasukashi-ki@niye.go.jp

